









































で370C，約10分間濯流L，viability 95%以上の分自白干細胞を得た。 Fetalcalf serum， insulin， dexarne-
thasone， ampicillinを含むWilliams'E培養液で5X10'田lls/mlの濃度に調整し， 直径35醐のculture
dishに1.5ml散布後，COz incubatorで37
0C，48時間培養した。 Anoxia群(J， 2， 3， 4時間)は，培養
液を2.5mMCa++を含むMEM溶液と交換後，培養肝細胞を密封できる箱に入れ，5 % CO" 95% N， 
の混合ガスを流入させることで作製した。 Reoxygenation群は， anOXla終了後v 通常のCO2 incubator 
にもどし更に 1時間培養した。培養液交換後CO2 incubatorで培養を続けたものをcontrolとした。肝
細胞のviabilityは>trypan blue dye exclusion testにて判定した。各群の培養肝車耐包を用いて， hema-
toxylin-eosin (H E)染色， acid phosphatase (A c P)染色，脂肪染色 (Sudanm， Sudan black B)， 
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P A S (Periodic acid Schiff)染色， Feulgen D N A染色を行い，光顕で観察したO 電顕は各群の培
養肝細胞をglutaraldehyde，osmiumtetroxideで、固定後，型のごとく処理し， SEM及びTEMで観察
した。また anoxia群で同一標本を光顕と SEMで観察し，同一細胞のviabilityと細胞膜の SEM像
を比較検討した。
[結果]
肝細胞のviabilityは， control群で100%，anoxia 1時間， 2時間， 3時間， 4時間群でそれぞれ99%，
99%， 88%， 35%と， 3時間を経過する頃より急速に低下した。光顕像においては 4時間 anoxia群
はcontrol群に比してAcP染色， PAS染色は染色性が低く， Feulgen D N A染色は染色性が高かっ
たが， HE染色では著明な差は認められなかった。また， trypan blueで染まる細胞は， S EMで見る
と細胞膜は完全に崩壊しており， viableな細胞と容易に区別できた。そこで、以下の観察はviableな細胞






























blebが多数出現しているが， large blebが出現していない状態がいわゆる rreversible pointJである
ことが示された。
これらの知見は肝細胞の研究のみならず，肝切除や肝移植などの肝臓外科における肝の機能評価に非
常に有用で，学位に値するものと考える。
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